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農地法第 3 条の

農業委員会会長 殿

｢農地法関係事務処理婆捌き丈〃)制定そこういく事溝鼠 I
-速やか下届出書け?法定首府rh弱議員が

記載報じ(いるかどうかを検討 ｣ 'を小話調馬が〕轍おく滴るみどりかを者蝕むq となるゞ dぶ
り、様式の記載郵政がぐきくテ記載さガ直ぐいれば“球話蛙封
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行う必要はない

3 第 1 頃の

住所

平成 年 月 =

農地法第3条の3第 P賞では｢権利を版得した老熟ね ~
届出なければならない。｣となっているヴァで、厨川者と
｢権利を･取得した軽め氏名等一廉こ記載される者付同…
でなければならない。

　氏名、
謎繭理事室餓･謝れ･驫ホコ

下記農地 (採草放牧地) について、相続により権利を取得したので、農地法第 3 条の 3 第

1項の規定により届け出ます。 届IH者自制‐増さなければならない。
共有の場合、繋ぐ街者全員を記載しなければならない。

権利を取得した者の氏名等

氏 名

権利を取得した =

平成 年

4 権利を取得した事由

相続(遺産分割及び包括遺贈を含む)

取得した権利の種類及び内容
所有権‐ 地上権 ･ 永小作権
･所有権の場合(現在の耕作状況:
･所高権以外の場合(現在の耕作状況.〕

月 日

2 届出に係る土地の所在等

所在 ･地番
地 目

面 積 (樅) 備 考
登記簿 現況

遺産の分割(主にl相続｣)であるが、民法第七百六華人条第二項の規
定による財産の分与--こ寓する裁判、若しくは調停、又はミ祠法第九百誠

十八条の三の規定による相続財産の分句に撰rする裁判の決定に寅為そ,

法人の合併、 分割 ･ 時効取得 ･ (その他: )

質権 使用貸借権

　　　　　

賃借権 ･ (その他
ノイ動=収益権の議定(見込み)の 衝

.所宿権以外の場合(蟻 の耕作 概 儲f /契約中 離さを禁輸諦護に耕作の蔗惡が局
-
)6 農業委員会によるあっせん等の希望の有無 / / /一　 　　　4畔 ‐ 有 (有くり場合完所有権の移転 ･ 賃借権の設定)

(記載宴会鱒
1 本文には権利を取得した事由及び権利の種類を記載してください。
2 届 !弱者の氏名 (法人にあってはそ の代表者の氏名)の記載を自署する場合に流しゞ ℃-ユ 押印を省の略すること力"できます。
3 法人である場合減主 柱所は主たる事務所の所在地を、氏名は法人の名称及び代表者の氏名をそれそげし記載してくださ
し、。
4 記 2の f届出に係る土地の所在等｣ の備考欄には、登記笹 L“)所有名義人と現在の所有者が異なるときに登記簿上の
所有者を記載t!℃ください。
6 記 4 の ｢権利を取得した事由｣ には、相続(遺産分割及び包括遺贈を含む)、 法人の合併 ･分割、 時効等の橇利を取得
した嗽由の別を記載してください。
6 記 6の ｢取得した権利の種類及び内容｣ には、取得した糒利が所有権の場合は、現在の耕作の状況、使用収益権の設
定(見込み)の有無等を記載し、取得した権利が所有権以外の場合は、現在の朝ン作の状況、賃借料、契約期間等を記載し
てください。
7 記 6の ｢農業委員会によるあっせん等の希望の有無lには、権利を敗得した農地文蛙採草放牧地&こうしゞ (、 第三者へ
の所有権の移転文は賃借権の設定等の農業委員会によるあっせん等を希望するかどうかを記載してください。



様式例第ヒキタサの ]

農地法第 3 条の 3 第 1項の規定による届出書

平成 年 月　　　
　　 　　 　

農業委員会会長 殿

住所

氏名 をの

下記農地 (採草放牧地) について、相続により権利を取得したので、農地法第 3 条の 3 第

1項の規定により届け出ます。

1 権利を取得した者の氏名等

氏 名 住 所

2 届出に係る土地の所在等

所在 ･地番
地 目

面 積 触り 備 考
登記簿 現況

権利を取得した日

平成 年 月

3

日

4 権利を取得した事由

相続(遺産分割及び国語遺贈を含む)“ 法人の合併、 分割 . 時効取得 s (その他" )

5 取得した権利の種類及び内容
① 権利の種類

所有権 ･ 地上権 ･ 永小作権 ･ 質権 ･ 使用貸借権 に賃借権 。 (その他ミ )
② 内容
･所有権の場合(現在の耕作状況; / 使用収益権の設定(見込み)の 向 ^ 態 )

･所有権以外の場合(現在の耕作状況: /賃借料 : / 契約期間

6 農業委員会によるあっせん等の希望の有無

亀IE ･ 有 (有の場合 浄リT同権の移転 ･ 賃借権の設定)

(記載要領)
1 本文にはみ樅利を取得した事毛-及び権利の種類を記載してください。
2 同日:者の氏名 (法人にあってはその代表者の氏名)の記載を目鼻督する場合に挺しゞ “二 押印を省略することゐ箸でき ます“
3 法人である場合は、住所は主たる事務所の所在地を、 氏名は法人の名称及び代表煮の氏名をそれぞれ記載してくださ
もし

4 記 2の ｢届出に係る土地の所在等｣ の備考欄には、登記簿上の所有名義人と現在の所有者が異なるときに登記簿 -l二の
所有者を記載してください。
5 記 4 の ｢権利を取得した事由｣ には、相続(遺産分割及び包括遺贈を含む)、 法人の合併 .分割、 時効等の権利を取得
した事由の別を記載してください。
G 記 6 の ｢“取得した権利の種類及び内容｣ には、取得した怖利が所有権の場合黍まま、現在の耕作の状況、使用収益橇の設
定(見込み)の有無等を記載し、取得した権利が所有権以外の場合は、現在の耕作の状況ゞ賃借料･ 契約期間等を記載し
てください。
7 記 6の ｢農業委員会によるあっせん等の希望の有無,l には、 権利を版得した農地又 凪鎌葦放牧地に/>も ℃ゞ、 第-三者へ
の所有権の移転文は賃借権の設定等の農業委員会による渡)/〉せん等を諦報ずるかどうかを記載してください。


